「科学文化の拠点形成＠やまがた」プロジェクトシンポジウム趣旨
10年以上前から、科学技術の著しい進歩とはうらはらに理科離れが問題となりました。その後、大学など研究教育機関や社会教育施設、初等中等教育の学校現場では様々な取り組みが行われ現在では非常に活発に科学教育、科学技術の理解増進活動が行われています。

　活動方法も進歩し、専門家と市民の双方向的な活動、たとえば、サイエンスカフェやサイエンスコミュニケーターの養成などのトレンドが出てきました。

このような流れに沿って、理学部では地域貢献委員会が設置され、これまでに公開講座、トワイライト講座、サイエンスサマースクール、やまがた天文台、星のソムリエ養成事業、高大連携事業などを進めてきました。

これらは基本的に大学の将来構想の第4項目に掲げられた大学の役割としての「地域の文化拠点の形成」に則ったものです。全学的な取り組みとしては、エリアキャンパスもがみ、

山形未来科学プロジェクト（サイタセンター）などがあります。 

われわれはそのような活動の中でさらに一歩進んで、科学を市民の日常生活に浸透したものにする活動、つまり、「科学文化」形成という新しい取り組みに一歩を踏み出しています。

まだ、ノウハウも確立されているとは言えない分野ですが、すでにいくつか成功例もみられ、今後研究を重ね5年をめどに、山形における科学文化形成の礎を完成したいとかんがえています。その世話人としての役割を、科学の基幹学部である理学部が果たそうと考えています。実施に当たっては、小白川地区の各学部、エリアキャンパスもがみ、山形未来科学プロジェクトなど全学的な取り組み、そして、大学コンソーシアムや地域の学校や社会教育施設などと連携しながら進みたいと考えています。

そしてその一歩として本日のシンポジウムを開催いたします。

